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関東地方にみられるタンポポの4割は単一のクローン

井手 任・芝池 博幸生物環境安全部植生研究グループ景観生態ユニット

はじめに

近年、外来生物に対する社会的関心が高まる

なか、景観生態ユニットでは農業生態系に侵入

する外来植物の動態について研究をおこなって

いる。ここでは雑種タンポポを材料とした最近

の研究成果を紹介したい。

現在，日本列島のいたるところに雑種タンポ

ポが広がっている 「身近な生きもの調査（環。

境省・ 」で全国から収集された形態的に2001）
セイヨウタンポポと見なされる 個体を解析844
したところ，全体の約 ％に相当する 個85 713
体がセイヨウタンポポ（ 倍体）を花粉親，日3
本産タンポポ（ 倍体）を種子親とした雑種個2
体であった。これらの雑種個体は倍数性やゲノ

4 55% 3ム構成の点から、さらに 倍体雑種（ 、）

21% 9% 3倍体雑種 雄核単為生殖雑種 の（ ）、 （ ）

型に大別することができた。

今ではすっかりありふれた存在となった雑種

タンポポだが、少数の雑種個体から，徐々に個

体数を増やしたと考えられる．では，どのよう

にして雑種タンポポは点から面へと分布域を拡

大したのであろうか？ 解決の糸口を得るため

に我々は 型に大別した雑種タンポポ個体の由3
来をさかのぼることを試みた。

無融合生殖によるクローンの増殖

雑種タンポポ集団を解析する場合に、まず念

頭におかなければならないのが「無融合生殖」

という生殖法である。無融合生殖とは減数分裂

を省略した胚発生で、親の体細胞と同数の染色

体をもつ卵細胞が形成され、花粉の精核と受精

。 、することなく胚が種子へと発生する そのため

ある個体が生み出した子孫は、すべて遺伝的に

同一な個体（クローン）となる。セイヨウタン

ポポは無融合生殖をおこなう種として有名で、

この生殖法を武器に少数の侵入個体からの集団

形成を図ってきたと考えられる。一方、日本産

の 倍体タンポポは他家受粉による種子生産を2
おこなうので、遺伝的に多様な子孫が生み出さ

れる。

これまでの観察から、雑種タンポポはセイヨ

ウタンポポの生殖法を受け継いで、無融合生殖

により種子を生産することがわかっている。そ

のため、雑種タンポポ集団をクローン単位に整

理すれば、交雑によるクローンの誕生回数やそ

の後の分布拡大過程を明らにできると考えた。

、 「 」そこで 雑種タンポポの マイクロサテライト

とよばれる遺伝的変異性の高い 領域を解DNA
析することにより、塩基配列の違いをマーカー

として雑種個体をクローン単位に整理した。

巨大クローンの出現

前述の「身近な生きもの調査」で、関東地方

の１都６県から採集されたタンポポに着目する

と、形態的にセイヨウタンポポとみなされる個

体が全体の を占め、そのうち ％が４倍60% 71
体雑種、 が３倍体雑種、 が雄核単為生24% 4%
殖雑種、 が純粋なセイヨウタンポポという2%
内訳であった。そこで、個体数が特に多い４倍

、体雑種 個体と３倍体雑種 個体について263 89
タンポポ用に開発された 種類のマイクロサテ3
ライト・マーカーを用いたクローン分析をおこ

なった。

その結果、 倍体雑種からは 型のクロー4 16
ンが認められ、そのうち ％（ 個体）は94 246
ひとつのクローン（表１の ）に属することcl.1
が判明した。つまり、関東地方から採集された

全タンポポの （ ）が、あ40% =0.6×0.71×0.94×100
る一つの雑種個体の子孫ということになる。さ

らに、この の採集地点を地図上にプロットcl.1
、 、すると その分布は関東平野全域に及んでいて

巨大クローンが出現していることが明らかにな

った（図１ 。一方、３倍体雑種からは 型の） 36
クローンが認められ、 倍体雑種よりも遺伝的4
多様性が高いことが明らかとなった（表１ 。）

このうち最も個体数の多いクローンは全体の

％に相当する 個体から構成されていた26 23
が，その分布域は 倍体雑種の巨大クローンに4
比べて非常に狭い。
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表１ 関東地方１都６県における４倍体雑種および３倍体雑種のクローン分析の結果

注１）４倍体では ～ がそれぞれ１個体。３倍体では ～ がそれぞれ１個体。cl.3 cl.16 cl.15 cl.36
注２）クローン分析に用いた３種類のマーカーの識別能は，それぞれ ， ， で、これら３つを組み0.98 0.98 0.90
合わせた場合の平均排除率は， であった。0.975

 
クローン番号

都県名 サンプル数 cl.1 cl.2 サンプル数 cl.1 cl.2 cl.3 cl.4 cl.5 cl.6 cl.7 cl.8 cl.9 c l.10 cl.11 cl.12 cl.13 cl.14

茨城県 34 30 0 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
栃木県 8 8 0 8 0 0 0 0 0 2 0 0 2 2 0 0 0 0
群馬県 7 7 0 4 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
埼玉県 29 26 0 28 20 1 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 1
千葉県 46 42 1 10 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
東京都 50 47 1 23 1 6 4 1 2 0 1 1 0 0 1 2 1 1
神奈川県 89 86 1 13 1 0 0 1 1 1 1 2 0 0 1 0 0 0
関東地方計 263 246 3 89 23 7 6 5 5 3 3 3 2 2 2 2 2 2

４倍体雑種 ３倍体雑種
クローン番号

交雑による侵入性の強化

すでに述べたように、雑種タンポポはセイヨ

ウタンポポを花粉親、日本産の 倍体タンポポ2
を種子親とした雑種個体である。したがって、

雑種タンポポが誕生するためには、花粉を運ぶ

訪花昆虫の活動範囲内に、両者が共存していな

ければならない 「身近な生きもの調査」ほか。

の結果によると、日本産タンポポの生育地でセ

イヨウタンポポに出会うことは皆無であるが、

かつては雑種タンポポの両親種が共存した時期

があったはずである。現在のセイヨウタンポポ

と日本産の 倍体タンポポの分布域を比較する2
と、前者は東北以北に分布の中心があるのに対

して、後者は関東以南に分布の中心がある．セ

イヨウタンポポは約 年前に日本列島の各地100
に侵入したと考えられるが、生育に不適な環境

に侵入したセイヨウタンポポは、その遺伝子を

日本産タンポポに託し、自らの定着には失敗し

たのかもしれない。

さらに興味深いことは、４倍体雑種と日本産

の 倍体タンポポの生育環境が全く異なること2
である。４倍体雑種は造成地などのオープンな

場所に生育するのに対して、日本産の 倍体タ2
ンポポは二次林等の林縁環境に多く出現する。

仮説の域を出ないが、４倍体雑種の巨大なクロ

ーンは両親種がもつ生存に有利な生理・生態的

特性を併せもつことによって高い侵入性を獲得

し、これまで両親種が生育できなかった人為的

攪乱の強い都市的環境への侵入・定着を果たし

たのではないだろうか。

引き続き、雑種タンポポの研究を深化させる

ことにより、外来植物の分布拡大に果たす交雑

の役割を明らかにしていきたい。

図１ 関東地方における４倍体雑種性タンポポのクローンの分布




